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C O N T E N T S
　■第４回しらはま文化と福祉の集い（日置川会場）

　■人事行政の運営等の状況

　■助け合い上手さん養成講座

　■個別医療機関健診のご案内

　■『椿温泉公衆浴場』名称を募集！！　　

　■町政ピックアップニュース／こんにちは町長です

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

全国女性消防操法大会出場壮行式
～白浜町消防団女性消防隊　全国大会へ初出場～
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「
輝
き
と
や
す
ら
ぎ
と
交
流
の
ま
ち
白
浜
」

第4回
 ◆日時　１１月２１日（土）午後１時～

 　　　　　　　２２日（日）午前９時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　各研修室

●公民館サークル作品展示

●公民館サークル発表会

し
ら
は
ま
（
日
置
川
会
場
）

文
化
と
福
祉
の
集
い

11
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
開
催
!!

 ◆日時　１１月２１日（土）午後７時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　２階大会議室

 ◆日時　１１月２２日（日）午前９時３０分～

 ◆場所　日置川拠点公民館　中庭・駐車場

●福祉まつり

　公民館サークル、自主サークル、
教室等で活動されている皆さんが
日頃の練習の成果を披露しますの
で、ぜひご来場ください。
　大正琴、詩吟、舞踊、太鼓等の
発表を予定しています。

　　公民館サークル・自主サー
　クル・教室・分館等の皆さん
　が日頃の活動の成果を発表す
　る機会として、ちぎり絵や俳
　句、山野草、書道、陶芸、絵
　画、編み物、写真、ビデオ、
　絵手紙等の作品を展示しま
　す。

　　福祉用具・介護用具の展示、介護相談、擬似体験コーナー
　など。ほかにも、拠点公民館中庭では日置川ボランティア
　連絡協議会による模擬店や、拠点公民館駐車場では福祉バ
　ザー、手づくり作品展、喫茶コーナー、模擬店がそれぞれ
　の団体やボランティア等の協力により出店されます。
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●健康まつり・
　　　　　消防コーナー
　保育園・小中学校絵画展

 ◆日時　１１月２２日（日）午前１０時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　２階和室

●お茶会

 ◆日時　１１月２２日（日）午前９時３０分～

 ◆場所　日置中学校　体育館

 ◆日時　１１月２２日（日）午前１０時～

 ◆場所　日置川拠点公民館　２階大会議室

●記念講演
　　「にしゃんたのおもしろ日本（京都）滞在記」
　～笑いあり、落語ありの９０分！異文化交流についてわかりやすく紹介します～

※行事日程・内容などは変更されることがありますが、ご了承ください。

　　健康まつりでは、血圧測定・体脂肪測定（運動ア
　ドバイス付き）、母子保健推進員コーナー、すこやか
　推進員コーナー（食育に関する紙芝居や高血圧・高
　脂血症に関する展示と試食）を行います。
　　また、消防コーナーでは、消防に関する展示や
　ＡＥＤの取り扱い体験コーナーを設けています。
　　ほかにも、日置川地域の保育園児、小中学生の絵画
　作品を展示しますので、ぜひご覧ください。

　　日置茶道サークルによるお茶会を開催し、お
　手前を披露していただきます。
　　お茶、茶菓子がなくなり次第終了します。

　　　【講師プロフィール】
　　　Ｊ . Ａ . Ｔ . Ｄ にしゃんた
　　　１９６９年生まれ。スリランカ出身。
　　　ボーイスカウトの一員として、高校時代の１９８７年に初来日
　　　したのがきっかけで日本へ留学。商学や経営学を学びたいとい
　　　う思いと、武道にも強く興味を持ち、現在に至る。立命館大学
　　　在学中は、外国人弁論大会で全て優勝という経歴をもつ。日本
　　　人について感じたことなどをユーモアたっぷりに主張している。
　　　現在、多民族共生人権教育センター理事・大学教員として、テ
　　　レビ出演・講演・執筆活動と多忙な日々を過ごしている。

　　第１５回　日置川農林業まつり　

　◆日時　１１月２２日（日）午前９時２０分～
　◆場所　日置中学校グラウンド・日置中学校体育館
　◆内容　・イベントコーナー
　　　　　　農産物品評会・ＪＡ書道展・
　　　　　　梅の種とばし・卵のつかみどり・輪投げ等
　　　　　・販売コーナー
　　　　　　農林産物（にこにこ市）・鮎の甘露煮
　　　　　・バザーコーナー
　　　　　　さんまずし・鮎めし・たこ焼き・うどん等
　　　　　※景品付き餅投げ大会　午後３時
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区　分 平　均 平　　均 平　　均
年　齢 給料月額 給与月額

一般行政職 40.8 歳 311,500 343,600
教 育 職 37.1 歳 306,300 323,175

区　分 経験年数 経験年数 経験年数
10 年 15 年 20 年

一　般
行政職

大学卒 269,500 319,900 365,000 
高校卒 234,900 288,900 322,600 

区　分 決定初任給 ２年後の給料
一　般
行政職

大学卒 172,200 192,800
高校卒 140,100 148,500

白 浜 町 国
支給月 期末手当 勤勉手当

同
じ

  6 月期
1.40 月分 0.725 月分

［1.20 月分］ ［0.925 月分］

12 月期
1.60 月分 0.775 月分

［1.40 月分］ ［0.975 月分］

計
3.00 月分 1.5 月分

［2.60 月分］ ［1.9 月分］

職階上の段階、職務の級等による加算措置　有

白 浜 町 国

支
給
率

区　分 自己都合 勧奨・定年

同
じ

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
加算措置 定年前早期退職加算措置 (2 ～ 20% )

手当の種類（手当数） 10 種　

手
当
の
名
称　

　

代
表
的
な

 支給額の多い手当
 消防勤務手当、
 塵芥集荷作業手当、
 技術者手当、税務手当

 多くの職員に支給
 されている手当

 消防勤務手当、
 塵芥集荷作業手当

区　分 内　　容

扶養手当
（国と同じ）

 ・配偶者　13,000 円
 ・配偶者のない被扶養者１人目　11,000 円
 ・被扶養者１人につき　6,500 円
 ・満 16 歳の年度初めから 22 歳の年度末までの子
　１人につき 5,000 円加算

住宅手当

 ・賃貸住宅に居住の場合（家賃が月額 12,000 円
　を超える場合に限る）　額 27,000 円を限度とし
　て家賃の額に応じて支給（国と同じ）
 ・自宅の場合は月額 1,000 円（新築等の場合は５
　年間に限り 2,500 円）

通勤手当

 通勤距離が片道２㎞以上の者で
 ・交通機関を利用する場合は、通勤に要する相
　当額（最高限度額 55,000 円（国と同じ））
 ・交通用具（自動車等）を利用する場合は、通勤
　距離に応じて 2,000 円から 18,500 円までを支
　給（国は 24,500 円まで支給）

区　分 給料月額等

給　

料

町　長 648,000　円

副町長 550,000　円

教育長 525,000　円

報　

酬

議　長 300,000　円

副議長 250,000　円

議　員 230,000　円

期
末
手
当

町　長
　６月期　1.40 月分
１２月期　1.60 月分

副町長

教育長

議　長
　６月期　1.40 月分
１２月期　1.60 月分

副議長

議　員

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数
（Ａ） （Ｂ） （Ａ／Ｂ）
1,665.5 371 4.5

（３）職員の給与月額、初任給等の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額状況

（平成２１年４月１日現在　単位：円）

②職員の初任給の状況
（平成２１年４月１日現在　単位：円）

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成２１年４月１日現在　単位：円）

（４）職員の手当の状況
①期末勤勉手当（平成２０年度支給割合）

②退職手当（平成２１年４月１日現在）

③特殊勤務手当（平成２１年度）

④その他の手当（平成２１年４月１日現在） ⑤特別職の報酬等の状況（平成２１年４月１日現在）

⑥平成２０年中年次有給休暇の取得状況

（注）１年につき２０日間付与、付与された翌年に限り
　　繰越可能（最大４０日）

（注１）平均給料月額とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
（注２）平均給与月額とは、給与月額と毎月支払われる扶養手当、

　　　通勤手当、住宅手当、時間外手当などの諸手当の額を合計
　　　したものです。

（注）〔　　〕の数値は、管理職の支給割合です。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用されている場合の採用後の
　　年数をいいます。
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人事行政の運営等の状況
　白浜町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、町職員の給与や職員数の状況などのあらま

しについてお知らせします。これは、人事行政の運営等の状況を町民の皆さんにお知らせすることによって、

人事行政の公平性と透明性を高めることを目的としたものです。

　詳細については、白浜町のホームページ（http://www.town.shirahama.wakayama.jp）でご覧いただけます。

■お問い合わせ　役場総務課 庶務係（℡４３－６５８３：内線１２３）

試験区分
採用者数

男性 女性 合計
事務職 5 2 7
保健師 0 １ 1
保育士 0 2 2
消防職 0 0 0
合　計 5 5 10

住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 （参考）平成 19 年
度の人件費率平成 20 年度末 （Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ）

人　 千円　 千円　 千円　 ％　 ％　
23,760 10,145,414 130,701 2,596,256 25.6 22.7

職員数 給 与 費 １人あたり
（Ａ） 給料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計　（Ｂ） 給与費（Ｂ／Ａ）

人　 千円　 千円　 千円　 千円　 千円　
289 1,055,376 167,389 442,878 1,665,643 5,763 

　　　　　 区　分
  部　門

職　員　数 対前年
増減数平成 20 年 平成 21 年

一
般
行
政
部
門

議　　会 3　 3　 0　
総務企画 48　 53　 5　
税　　務 19　 17　 △ 2　
民　　生 58　 56　 △ 2　
衛　　生 30　 27　 △ 3　
労　　働 1　 1　 0　
農林水産 22　 21　 △ 1　
商　　工 11　 8　 △ 3　
土　　木 22　 21　 △ 1　
小　　計 214　 207　 △ 7　

特
別
行
政

部　
　

門

教　　育 50　 46　 △ 4　
消　　防 79　 79　 0　
小　　計 129　 125　 △ 4　

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病　　院 0　 0　 0　
水　　道 18　 18　 0　
下 水 道 5　 2　 △ 3　
そ の 他 22　 20　 △ 2　
小　　計 45　 40　 △ 5　

合　計 388　 372　 △ 16　

（１）職員採用状況（平成２１年４月１日現在　単位：人） （２）部門別職員数の状況と主な増減

（１）人件費の状況（平成２０年度普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（平成２０年度普通会計決算）

（注）人件費には職員の給与、退職手当、共済費のほか、特別職の給料および報酬等を含んでいます。

（注１）職員手当には退職手当は含まれていません。
（注２）職員数は、平成２１年４月 1 日現在の普通会計に属する人数です。

●一般行政部門の主な増減理由
◇事務効率化による欠員不補充
◇平成２１年４月１日の組織・機構の見直しに伴う職員の
　減員

●公営企業等会計部門の主な増減理由
◇下水道部門の事務効率化による減員

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
　る派遣　職員などを含み、臨時および非常勤職員（常勤は除く）を
　除いています。
※教育長１人を含みます。

 １　職員の採用および職員の状況

 ２　職員の給与の状況
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◆開催日時・会場
　【第１回】　１１月２４日（火）午後１時～４時３０分
　　　　　　「リヴァージュ・スパひきがわ」　　
　【第２回】　１２月１０日（木）午後１時～４時３０分
　　　　　　１２月１１日（金）午前９時～午後４時
　　　　　　「ホテルラフォーレ南紀白浜」
　【第３回】　　１月１９日（火）午後１時～４時３０分
　　　　　　「リヴァージュ・スパひきがわ」
　【第４回】　　２月１９日（金）午後１時～４時３０分
　　　　　　「ホテルラフォーレ南紀白浜」

◆主な内容
　　

地域問題の探し方／上手な関わり方／活動の仕掛け方
　　自分に適した活動とは？／支え合いマップの作り方等

◆主催・お申し込み　　
白浜町社会福祉協議会　　１１月１６日（月）まで

　　※申込書は役場民生課および白浜町社会福祉協議会に
　　　ご用意しています。また、白浜町社会福祉協議会で
　　　は、電話でのお申し込みも受け付けています。

◆受講料　無料　　

       
参加者全員に地域活動の秘訣を

　　まとめた冊子「住民流助け合い
　　起こし」（上中下３部作）を贈呈

■お問い合わせ　
役 場 民 生 課  介 護 保 険 係（℡４３－６５９３）
白 浜 町 社 会 福 祉 協 議 会  （℡４５－２７１１）

講師　木原 孝久 氏
東京生まれ。
早稲田大学第一
政治経済学部卒
業。住民流福祉
総合研究所所長。
３０年にわたっ
て住民流の福祉
のあり方の研究
を続けてきた。
また、地域の実
態把握の手法と
して「住民の支え合いマップ」を発案、全
国に普及中。厚生労働省の「これからの地
域福祉のあり方に関する研究会」のメンバ
ーとして報告書「新たな助け合いの姿を求
めて」をまとめる。
神奈川県保健福祉大学非常勤講師。

　助け合い上手さん
　養　成　講　座

「ご近所の助け合いを盛んにしたい」というあなたに
活動の秘訣を伝授。４回コース参加で免許皆伝！！

　　　

　　　
　　　　困った方がいたら助けてあげたい、ご近所の助け合いをもっと盛んにしたいと

　　　　だれもが思うのですが、いざ取り組んでみると、なかなかむずかしい。

　　　　活動にはコツがあるのです。そのコツを伝授します。この機会をお見逃しなく！
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内　　　　容 対　　象 料　金 申　し　込　み

特定健診

　問診・身体計測 （身長・体重・腹囲）
　血圧 ・ 尿検査 ・ 血液検査 ・ 医師
　診察

　医師の判断で実施する項目
　　　 ・ ・ ・ 心電図 ・ 眼底検査

　国民健康保険に
　加入の
　①４０～７４歳の方
　②７５歳の誕生日
　　 前日までの方

　　７００円

　受診を希望される方は直接医療機関へ
　お申し込みください。
　受診の際は下記のものをご持参ください。
　　■特定健康診査受診券
　　■国民健康保険被保険者証
　　■介護保険被保険者証 （６５歳以上の方）

生活機能
評　　　価

　問診 ・ 基本チェックリスト ・ 医師
　診察 ・ 判定

　特定高齢者候補者に該当する方
　　　 ・ ・ ・ 心電図 ・ 血液検査
　　　　　　　（貧血 ・ 血清アルブミン）

満６５歳以上で
介護認定を受け
られていない方

無　　料

　受診を希望される方は直接医療機関へ
　お申し込みください。
　受診の際は下記のものをご持参ください。
　　■生活機能評価受診券
　　　　　　（国民健康保険被保険者以外の方）
　　■介護保険被保険者証 （６５歳以上の方）

胃がん検診
　問診
　バリウムを飲んでのレントゲン検査

４０歳以上   １, ８００円
　受診を希望される方は直接医療機関へ
　お申し込みください。大腸がん

検　　　診
　問診
　２日分の便の潜血反応検査

４０歳以上 　　６００円

※対象年齢は今年度中になられる年齢です。

●健（検）診内容・申し込み

医療機関名
問い合わせ先

国民健康保険  
加入者のみ

すべての町民の方対象

（住　所） （電話） 特定健診 生活機能評価 胃がん 大腸がん

　三谷医院 　白浜町 1400 42-3606 ○ ○ ○ ○

　白浜はまゆう病院 　人間ドック ・ 健診センター 43-7877 ○ ○ ○ ○

　真貴診療所 　白浜町堅田 2792-1 43-0003 ○ ○ ― ○

　森山医院 　白浜町栄 689-1 45-2002 ○ ○ ― ○

　西富田クリニック 　白浜町才野 1 45-3600 ○ ○ ― ○

　白浜小南病院 　白浜町 3220 82-1200 ○ ○ ― ―
　船附診療所 　白浜町富田 1360-20 45-3636 ― 　　○　※ ― ―
　丸笹外科 　白浜町日置 981 52-3636 ○ ○ ― ○

　日置診療所 　白浜町日置 206-1 52-2002 ○ ○ ― ○

　クリニック大古 　白浜町大古 11-2 87-2400 ○ ○ ― ○

　三舞診療所 　白浜町安居３ 53-0001 ○ ○ ― ○

　川添診療所 　白浜町市鹿野 1103 54-0037 ○ ○ ― ○

※船附診療所の生活機能評価は国民健康保険に加入されていない方のみ対象です。

●特定健診・生活機能評価・胃がん検診・大腸がん検診

個別医療機関健診のご案内
　　　　　　　  ■お問い合わせ　役場民生課 健康増進係（保健センター内）℡４３－０１７８

　今年度の集団健診は全日程を終了しました。まだ受診されていな
い方は、下記の医療機関において、特定健診および各種がん検診を
受診することができます。この機会にぜひ受診してください。
　なお、平成２１年度に各地域で実施の集団健診および国保人間
ドックを受診された方（受診予定の方）は、受診できませんので、
ご了承ください。

　実施期間
　平成２２年１月３１日まで
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　『椿温泉公衆浴場』

名称を募集！！
　　　　古くから湯治場として栄え、また世界遺産熊野古道を訪れた多くの旅人を癒してきた　　　　
　　　　椿地区に、その良質な椿温泉を活用した地域住民と来訪者がともに集うことのできる　　　　
　　　　施設を整備することとなりました。
　　　　そこで、この施設がより多くの方々に親しんでいただけるよう名称を皆さまから募集
　　　　します。ぜひ、ご応募ください！

●施設の概要

　椿の良質な温泉を楽しめる浴場と椿地域の観光総合案
　内所や地域特産品の販売スペ－ス等を併せ持った木造
　平屋建の施設です。またこの施設は、国土交通省の
　「道の駅」に指定される予定です。
●募集期間

　１１月９日（月）～１１月１６日（月）※消印有効
●応募資格

　個人であれば、誰でも応募できます。
　ただし、お一人様１回の応募とさせていただきます。
●応募方法

　ハガキまたは電子メールでの応募とし、それぞれ１通
　に付き１名称とします。応募に際しては、下記の事項
　を記入してください。
　①名称・名称の理由
　②応募者の住所、氏名、年齢、性別、電話番号
●選考基準

　「椿温泉公衆浴場名称選考委員会」において、下記の
　基準等に基づいて選考します。
　（１）椿地域や椿温泉の歴史・文化に関わる名称であ
　　　ること。
　（２）椿地域や椿温泉を対外的にアピールし、知名度
　　　を向上させるような名称であること。
　（３）地域住民や来訪者が好感を持って親しめる名称
　　　であること。
　（４）道の駅として椿地域や椿温泉を全国に発信でき
　　　る名称であること。

●発表

　選考された名称は、広報しらはま、町・椿温泉観光協
　会のホームページなどで発表します。
●表彰

　大賞１人
　（記念品に椿温泉ペア宿泊券・イセエビ・当施設の入浴券を贈呈）

　※同じ名称の応募が複数あった場合は、抽選により決定します。

●留意事項

　・提案された内容は、採用不採用にかかわらず、白浜
　　町情報公開条例に基づき、情報公開の対象になります。
　・選考された名称を発表する際には、提案者の住所
　　（町名まで）および氏名を公表することとなります。
　・応募された方には、今後椿地区で開催されるイベン
　　ト情報などを送付させていただくことがあります。
●応募・お問い合わせ先

　役場 農林水産課　
　〒 649-2332  白浜町栄７３１番地の５
　℡４５－０００９　
　E-mail  norin@town.shirahama.wakayama.jp
　※メールで応募する場合は、件名に「施設名称に応募します」

　　等、施設名称に応募する旨を必ず記入してください。

　　また、白浜町よりメール受信した旨を返信しますので、３日

　　以内に返信のメールが届かない場合はお手数ですが再度ご応

　　募をお願いいたします。

建設予定地

みぐ さ

見草

あ  さ  ら  ぎ

朝来帰

椿温泉
国道４２号線

【イメージ図】
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ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●宝くじ普及広報事業の助成をうけ、白浜町消
　防本部に模擬消火器訓練装置を整備しました

　模擬消火器訓練装置は、実際に火や消火剤を使用せず、
赤外線による安全な消火器の取り扱い方法を訓練する装
置です。消防体験行事等で体験訓練を予定しています。

●町道見草１号線改良工事

　幅員が狭く車両通行ができなかった道路を拡幅
し、生活の利便性を良くしました。

●湯崎漁港航路浚渫工事

　漁船が安全に入港するための水深を確保するた
めに浚渫工事を行いました。

こんにちは！町長です

　過日の衆院選の結果、与野党が逆転し新しく民主
党が中心の政権がスタートして、２カ月が経過いた
しました。
　自民党と公明党の連立政権では対応ができていな
かった、弱者救済に視点を置いた政策が強く推進さ
れるなど評価の高い取り組みもありますが、一方「コ
ンクリート行政」と言われる公共事業を大きく見直
す方向性が出されており、道路整備や学校・図書館
の建設など、まだまだインフラ整備の遅れている地
方にとっては厳しい側面もあります。急激な政策の
変更は、足腰の弱い地方で生活を営む者にとっては
大きなダメージを受ける可能性もあり、新政府には、
地方に住む者の現況の十分な調査と理解をいただく
なかで混乱をきたすことのないよう、政策の推進を
図っていただきたいと願っています。
　さて、白浜町の財政は財源確保が厳しい時代が続

いていますが、財政指標はおおむね良好な数値とな
っています。ただ公共下水道会計は赤字となってお
り国・県から改善計画の策定を求められています。
改善策として、供用開始（平成 6 年）以来 15 年間、
料金の引き上げの実施ができていないことの指摘を
受けています。町としましては、できるだけ住民の
皆さまの家計の負担を軽減すべく先送りをしてまい
りましたが、今年度中に協議を重ね経営健全化計画
の策定に到達しなければならないと考えています。
　最後に、来年４月から、これまで県が行ってきた
事務権限について、一部市町村へ移譲されることに
なりました。これにより、一部の申請許可が町で行
えることになり町民の皆さまの利便性が向上するこ
とになります。
　詳細については、次号でお伝えしたいと思います。
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役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，７４２人
　　　　　　（先月比　ー１５人）

　　　　男　　１１，０８５人
　　　　　　（先月比　ー　３人）

　　　　女　　１２，６５７人
　　　　　　（先月比　ー１２人）

　世帯数　　１１，０８３世帯
　　　　　　（先月比＋１０世帯）

※平成２１年１０月１日現在

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

『
第
９
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
』

◆
対
象
者

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を

受
け
て
い
た
方
が
平
成
17
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の

間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成
21

年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

１
．
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
の
う
ち
平
成

21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
し
て
い
た

と
し
て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い
な
い
方
、
ま

た
は
同
日
に
お
い
て
遺
族
以
外
の
方
と
養

子
縁
組
を
し
て
い
な
い
方
に
限
る
）

４
．
右
記
３
以
外
の
戦
没
者
等
の

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

な
い
方
や
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
が
右
記
３
に
該
当
し
な
い
方
）

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者

の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
る
）

◆
支
給
内
容　

額
面
24
万
円

　

６
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
限

　

平
成
24
年
４
月
２
日

※
期
限
ま
で
に
請
求
を
行
わ
な
い
場
合

は
、時
効
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

◆
請
求
窓
口

　

役
場
民
生
課　

福
祉
係

　

日
置
川
事
務
所　

健
康
福
祉
係

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

福
祉
係

　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
５
）

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

『
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火

の
元　

に
ら
め
っ
子
』

　

全
国
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防

運
動
」
が
11
月
９
日
か
ら
11
月
15

日
ま
で
の
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と

な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

か
け
が
え
の
な
い
命
、
大
切
な
財

産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
【
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
３
つ
の
習
慣
・
４

つ
の
対
策
】
を
基
本
に
、
地
域
が

一
致
団
結
し
て
「
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
、

自
主
的
な
防
災
活
動
が
必
要
で
す
。

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

有料広告募集中有料広告募集中
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③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

●
11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

　

昭
和
62
年
の
自
治
体
消
防
制

度
40
周
年
を
記
念
し
、「
１
１
９
」

に
ち
な
ん
で
、
11
月
９
日
は

１
１
９
番
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
正
し
い
１
１
９
番

通
報
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

１
１
９
番
を
す
る
と
、
消
防
は

ま
ず
、「
ハ
イ
消
防
で
す
。
火
事

で
す
か
、
救
急
で
す
か
？
」
と
お

聞
き
し
ま
す
の
で
、
も
し
火
事
な

ら
「
火
事
で
す
」、
ケ
ガ
・
急
病

な
ら
「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き
り

お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
は
、順
次
「
場
所
」「
目

標
と
な
る
建
物
等
」「
電
話
番
号
」

な
ど
問
い
か
け
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
落
ち
着
い
て
お
答
え

く
だ
さ
い
。
そ
の
時
間
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
す
。

　

な
お
、
火
災
・
救
急
等
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
白
浜
消

防
署
（
電
話
４
３
ー
０
１
１
９
）、

日
置
川
消
防
署
（
電
話
５
２
ー

３
０
６
１
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
正
し
い
通
報
が
、
迅

速
・
的
確
な
消
防
活
動
に
つ
な
が

り
ま
す
。落
ち
着
い
て
、正
確
に
！

田
辺
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
年
末
調
整
説
明
会
』
の
開
催

　

平
成
21
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
お
よ
び
法
定
調
書
な
ど
の
提
出

方
法
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
年
末

調
整
関
係
書
類
を
ご
持
参
の
上
、

お
近
く
の
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

○
11
月
25
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

　

白
浜
町
立
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　

小
ア
リ
ー
ナ

○
11
月
26
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

　

紀
南
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

○
11
月
27
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

　

中
辺
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
（
源
泉
徴
収
簿

等
）
が
不
足
の
場
合
は
、
コ
ピ
ー
し
て

い
た
だ
く
か
、
各
説
明
会
場
、
税
務
署
、

紀
南
県
税
事
務
所
、
町
役
場
税
務
課
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、法
定
調
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
提
出
が
便
利
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

田
辺
税
務
署

（
℡
２
２
ー
１
２
５
０
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
開
設

◆
開
設
期
間

　

11
月
15
日
（
日
）
～
21
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
相
談
内
容
等

　

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
、
女
性

の
人
権
に
関
わ

る
問
題
に
つ
い

て
、
女
性
の
人

権
擁
護
委
員
が

電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
全
国
共
通
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０

ー
０
７
０
ー

８
１
０
）

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◆
11
月
９
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…

　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

本
部
事
務
所（
十
九
渕
）

◆
11
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

　
「
み
ま
い
荘
」

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
11
月
9
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◆
11
月
12
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
「
み
ま
い
荘
」

ふれあい農園の入園募集
◆募 集 対 象： 堅田ふれあい農園（１区画）
　　　　　　　（白浜町堅田６６７番地の１）

◇面 　 　 積： 約３７㎡
◇年間使用料：５，０００円（水道料 1,000 円を含む）

　※ただし今回は、１, ７５０円
　１２月から利用のため月額３５０円と水道料３５０円

◆募集締切日： １１月１３日（金）
◆抽 選 日： １１月２０日（金）
　　　　　　　※抽選には参加していただくことが条件

◆申 込 方 法： 富田事務所までお申込みください。
（郵送の場合）ハガキ等に氏名、住所、電話番号
を記載の上、締切日までに必着にて郵送ください。
※すでに町が運営している農園に入園されている
方は対象外となります。
◆そ の 他：ふれあい農園を利用している方々
の会があります。
■お問い合わせ・お申込み先
　〒 649-2332　白浜町栄 731-5　
　　　役場富田事務所 ふれあい農園担当

（℡４５－０００９）
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お知らせ INFORMATION

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、

振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談
員
）
が
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
や
情

報
誌
を
持
参
し
て
、
職
業
の
相
談

を
受
け
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
11
月
９
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
11
月
19
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
白
浜
町
中
央
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課
（
℡
２
６
ー
７
９
４
７
）

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

　

計
量
法
の
規
定
に
基
づ
く
、
は

か
り
（
特
定
計
量
器
）
の
定
期
検

査
（
２
年
に
１
回
実
施
）
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

は
か
り
を
取
引
（
商
売
）
ま
た

は
証
明
（
学
校
の
体
重
計
等
）
に

使
用
し
て
い
る
方
は
受
検
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
前
回
受
検
さ
れ
た
方
に
は
受
検
通

知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、通
知
書
、

は
か
り
、
検
査
手
数
料
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
巡
回
検
査
は
、廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

【
検
査
日
程
】

○
11
月
11
日
（
水
）

・
旧
白
浜
漁
協
椿
支
所

　
　
　
（
11
時
～
12
時
）

・
安
居
出
張
所

　
　
　
（
13
時
30
分
～
14
時
30
分
）

・
市
鹿
野
出
張
所

　
　
　
（
15
時
30
分
～
16
時
30
分
）

○
11
月
12
日
（
木
）

・
日
置
川
拠
点
公
民
館

　
　
　
（
10
時
～
12
時
）

・
富
田
事
務
所

　
　
　
（
13
時
30
分
～
16
時
30
分
）

○
11
月
13
日
（
金
）

・
白
浜
町
中
央
公
民
館

　
（
10
時
～
12
時
／

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
観
光
課　

観
光
商
工
係

（
℡
４
３
ー
６
５
８
８
）

　

和
歌
山
県
商
工
観
光
労
働
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

計
量
指
導
班

（
℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
７
１
３
）

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

中田団地
※浴槽なし 昭和 45 年度 白浜町日置 2040 番地の 2 １戸 簡易耐火 2 階建

2 ＤＫ・39.5㎡

玉伝団地 平成   6 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.5㎡

玉伝団地 平成   5 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.9㎡

安宅団地 昭和 55 年度 白浜町安宅 409 番地の 7 １戸 簡易耐火 2 階建
３ＤＫ・80.1㎡

安宅団地 昭和 56 年度 白浜町安宅 472 番地の 8 １戸 簡易耐火平屋建
３ＤＫ・80.1㎡

市鹿野団地 平成   2 年度 白浜町市鹿野 1102 番地 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・70.3㎡

【日置川地区】

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特
別
手
配
被

疑
者
の
発
見
検
挙
に
ご
協
力
を

　

オ
ウ
ム
真
理
教
が
麻
原
彰
晃
こ

と
松
本
智
津
夫
教
祖
の
指
示
の
下

に
敢
行
し
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

か
ら
14
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

以
降
、
全
国
警
察
を
挙
げ
て
オ
ウ

ム
真
理
教
の
テ
ロ
事
件
等
に
対
す

る
捜
査
を
強
力
に
推
進
し
、
こ
れ

ま
で
に
幹
部
お
よ
び
信
者
合
わ
せ

て
５
０
０
人
以
上
を
検
挙
し
ま
し

た
が
、
警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被

疑
者
で
あ
る
平
田
信
、高
橋
克
也
、

菊
地
直
子
の
３
人
は
依
然
と
し
て

逃
走
中
で
す
。

　

事
件
の
真
相
解
明
の
た
め
に

は
、３
人
の
検
挙
が
不
可
欠
で
す
。

　

警
察
は
、
３
人
の
発
見
検
挙
を

最
優
先
課
題
の
一
つ
と
し
、
広
く

国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
全
国
警
察
の
総
力
を
結

集
し
て
捜
査
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

似
た
人
を
見
か
け
た
ら
ま
ず
は

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
の

情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　◆入居可能日　　１２月中旬　　◆募集期間　１１月２日（火）～２０日（金）

　◆抽選日　　　　１１月２７日（金）　午前９時３０分から

　※入居時には敷金が必要です。　※家賃のほかに、共益費が必要です。

　■お申し込み・お問い合わせ　役場 建設課 都市計画係（℡４３－６５８９）　

　　　　　　　　　　　　　　　役場日置川事務所 産業建設係（℡５２－２３０２）

公 営 住 宅 入 居 募 集
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
を
「
商
工

会
商
品
券
」
に

　

白
浜
町
商
工
会
お
よ
び
日
置
川

町
商
工
会
で
は
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

交
換
商
品
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
「
白

浜
町
商
工
会
商
品
券
」「
日
置
川

地
域
商
品
券
」を
登
録
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
商
品
を
購

入
さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
「
白
浜
町

商
工
会
商
品
券
」
ま
た
は
「
日
置

川
地
域
商
品
券
」
に
交
換
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
町
商
工
会

（
℡
４
２
ー
４
６
８
６
）

　

日
置
川
町
商
工
会

（
℡
５
２
ー
３
５
９
２
）
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　友好都市大韓民国果
カ

川
チョン

市より招聘を受け、９月２４日から２６日の日
程で廣畑副町長を団長に、白浜国際交流協会や経済団体の代表ら２９人が
果川市を訪問しました。
　訪問期間中は、果川市役所への表敬訪問、果川市を
代表するお祭り「ハンマダンフェスティバル」の視察
や果川市内の小・中学校などの施設見学、民間団体と
の意見交換、来年度以降の交流事業についての実務協
議など充実した時間を過ごしました。余

ヨ

仁
イン

國
グッ

市長をは
じめ果川市民より温かい歓迎を受け、今後は民間も含
めた交流に発展させていくことを約束しました。

友好都市・大韓民国果川市を訪問
～ハンマダンフェスティバルの視察と今後の交流について意見交換～

第４３回 町民体育大会開催

　１０月４日（日）に第４３回町民体育大会（白浜町体育協会主催）
が開催され、白浜球場で午前９時から各競技の選手団が集まって総
合開会式が行なわれました。この席上で長年にわたり卓球競技の振
興に尽力された鈴

すず

木
き

勝
かつ

子
こ

さんとソフトテニス競技の振興に尽力さ
れた森

もり

英
ひであき

明さん、有
あり

山
やま

力
ちから

さんの３名が功労賞を受賞されました。
　また、白浜町スポーツ賞の表彰も行なわれ、箱根駅伝大会や全国
都道府県駅伝大会で活躍された石

いし

田
だ

康
やす

雄
お

さんが受賞されました。
　総合開会式終了後は、全１６種目の競技（一部競技は後日開催）
が町内各地の会場で行なわれ、参加者たちは澄みきった秋晴れの空
の下、さわやかな汗を流しました。

総合開会式で選手宣誓をする
バレーボール協会の中嶋つるみさん

平成２２年度 保育園児・幼稚園児募集

＊ 保 育 園 ＊

◆受付場所　入園を希望する保育園

◆受付時間　午前８時３０分～午後５時

◆定　員
　町立　白浜保育園　　　（１５０人）

　　　　湯崎保育園　　　（　６０人）

　　　　しらとり保育園　（　８０人）

　　　　椿保育園　　　　（　４０人）

　　　　日置保育園　　　（　９０人）

　　　　いちかの保育園　（　３０人）

　私立　堅田保育園　　　（　９０人）

　　　　堅田第二保育園　（　９０人）

＊ 幼 稚 園 ＊

◆受付場所　入園を希望する幼稚園

◆受付時間　午後１時～午後４時

◆入園該当児（４・５歳児）
　平成１６年４月２日から

　平成１８年４月１日生まれの児童

◆定　員
　町立　白浜第一幼稚園　（７０人）

　　　　富田幼稚園　　　（７０人）

　　　　※両園とも４・５歳児　各３５人

　　　　※５歳児の入園許可にあたっては、

　　　　　現在在園している４歳児を優先

【申込書・願書交付】
　平成２１年１１月２日（月）から、役場幼児対策室・
　富田事務所・日置川事務所・各保育園・幼稚園で交付

【受付期間】
　平成２１年１１月４日（水）～１３日（金）
　※土曜日、日曜日を除く

【お問い合わせ】役場民生課 幼児対策室（℡４３－６５９４）
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健
康
だ
よ
り　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
!!

■
潜
伏
期
間

　

感
染
か
ら
発
症
ま
で
の
時
間

は
、
24
時
間
か
ら
48
時
間
と
短
時

間
で
す
。

■
症
状

　

主
な
症
状
は
吐
き
気
、
お
う
吐
、

下
痢
、腹
痛
で
、発
熱
は
軽
度
で
す
。

　

症
状
が
消
え
て
も
、
１
週
間
～

１
カ
月
ほ
ど
患
者
の
便
中
に
ウ
イ

ル
ス
の
排
出
が
続
く
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

■
対
策
と
し
て
次
の
点
に
注
意

①
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど

に
は
、必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が
あ

る
方
は
、
食
品
を
直
接
取
り
扱
う
作

業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
胃
腸
炎
患
者
に
接
す
る
方
は
、
使

い
捨
て
の
マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用

す
る
な
ど
し
て
、
患
者
の
ふ
ん
便
や

吐
ぶ
つ
を
適
切
に
処
理
し
、
感
染
を

広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
85
℃
以

上
で
１
分
間
以
上
中
心
部
ま
で
し

っ
か
り
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑤
調
理
器
具
等
は
使
用
後
に
洗

浄
、
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
は
暑
い
夏
場
だ
け
の
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
冬
場
に
か
け
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
が
流
行
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
は
カ
キ
な
ど
の

二
枚
貝
の
生
食
に
よ
る
食
中
毒
が
主
で
す
が
、

手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て
の
二
次
感
染
も
多

く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

塩
素
系
の
漂
白
剤
（
次
亜
鉛
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
・
商
品
名　

ハ

イ
タ
ー
・
ブ
リ
ー
チ
な
ど
）
を
10

～
50
倍
に
薄
め
て
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

●
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い

ま
す

　　

全
国
一
斉
の
受
診
率
ア
ッ
プ
対

策
と
し
て
、
対
象
と
な
る
次
の
方

に
は
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
お
よ

び
「
検
診
手
帳
」
を
９
月
下
旬
に

個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

（
子
宮
頸
が
ん
健
診
）

　
　

20
・
25
・
30
・
35
・
40
歳

（
乳
が
ん
健
診
）

　
　

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳

■
実
施
期
間

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

１１月１２日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 18 年 3 月生

１１月１７日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 12 月生

１１月２６日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 7 月生

予防接種 １１月２５日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
１１月　２日（月）
※次回１２月７日

  9：00 ～ 12：00
 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日
※ 23 日は 24 日に振り替え

 13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日

（１１月１日）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
 区に設定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

歩く歩く白浜
ウォーキング

１１月１０日（火）  10：00 ～  平草原公園
 事前にお申し込みいただいている方 
 に、詳細内容等を個人通知します。

子育て支援室 １１月１１日（水）  10：00 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応
 じますのでお気軽にお越しください。

ファミリークラス
１１月　８日（日）

※次回３月７日
13：00 ～ 13：10  中央保健センター 

 妊婦さんと育児に関わるお父さんや 
 家族の方も一緒にご参加ください。

11
月
の
予
定

●
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案

内
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ

り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
を
製
造
す
る
た
め
に
、
従
来

の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
各

医
療
機
関
の
方
針
、
方
法
に
よ

り
、
予
防
接
種
に
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
白
浜
は
ま
ゆ

う
病
院
・
西
富
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

日
置
診
療
所
で
は
、
右
記
理
由
に

よ
り
、
や
む
な
く
、
定
期
受
診
さ

れ
て
い
る
方
に
主
治
医
か
ら
の
案

内
や
患
者
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
限

定
し
て
、
予
約
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
他
の
医
療
機
関
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

同
封
し
て
お
り
ま
し
た
『
予
防

接
種
依
頼
券
』
は
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
証
明
書
で
あ
り
、

接
種
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

～はじめての募金運動～

 児童・生徒参加の街頭募金
　１０月に町内の７つの店舗の出入り口付近をお借り
して赤い羽根街頭募金を実施しました。
　例年地域の福祉委員さんにご協力いただいており、
今年度からは町内の小中学校にもご協力をいただき実
施しました。

　※募金実績等詳細は社協ホームページに掲載します。

【
対
象
と
な
る
の
は
】

（
１
）
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

　

70
歳
以
上
で
ひ
と
り
で
生
活
し
、
生
活
困
難
な
世
帯

（
２
）
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
が
い
る
世
帯
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

重
度
の
身
体
障
が
い
児
者
お
よ
び
知
的
障
が
い
児
者
、
精
神
障
が　

い
児
者
で
、
日
常
生
活
が
困
難
な
者
お
よ
び
介
護
が
必
要
で
、
生
活　

困
難
な
世
帯

（
３
）
ひ
と
り
親
世
帯
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
世
帯

　

高
校
生
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
次
の
世
帯
の
方
で
生
活
が　

困
窮
し
て
い
る
世
帯

　

①　

準
要
保
護
世
帯

　

②　

母
子
世
帯
で
児
童
扶
養
手
当
を
全
額
支
給
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

③　

父
子
世
帯
で
②
に
準
ず
る
世
帯　

（
４
）（
１
）
～
（
３
）
に
該
当
し
な
い
方
で
、
著
し
く
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
世
帯

【
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
担
当　

地
区
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
、
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
地
区
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
白
浜
町
社
会
福　

祉
協
議
会
ま
で
。

【
受
付
期
間
】

　

平
成
21
年
11
月
16
日
（
月
）
～
12
月
11
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

　
（
締
切
厳
守
）

【
歳
末
支
援
金
の
支
援
の
決
定
】

　

審
査
会
に
て
審
査
の
上
、
決
定
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　
　

　　歳末支援金配分事業実施
歳末たすけあい運動

　歳末たすけあい運動の期間中に集められた募金の配分の中で、町内に住民票を有し、支援を必要とする世帯に

支援金をお贈りします。（生活保護世帯は対象となりません）　　　　　　　　　

活　動　店　舗 協　力　校

グルメシティ白浜店
白浜第一小学校
白浜中学校Ｖショップ桟橋店

業務スーパー白浜店

オークワ白浜堅田店
西富田小学校

バリューハウス西富田店

Ａコープあぜみち店 南白浜小学校

オークワ日置店
日置小学校
日置中学校

手づくり募金箱で
募金運動した学校も！
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※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

11/2 弁 護 士 青少年研修センター

11/9 人　　権 本部事務所

11/16 司法書士 本部事務所

11/23 一　　般 本部事務所

11/30 一　　般 青少年研修センター

12/7 人　　権 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

11/6 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

11/11 一　　般 高齢者生活福祉センター 

11/18 人　　権 み　ま　い　荘

11/25 一　　般 川添山村活性化支援センター

12/4 弁 護 士 高齢者生活福祉センター 

12/9 一　　般 み　ま　い　荘

福 祉 相 談 所 設 置 日 程
【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

　
　

日
の
出　
　
　

尾 

崎　

彰 

宏　

様

　
　

中　

嶋　
　
　

山 

中　
　

崇　

 

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
９
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

事
業
所
・
学
校
か
ら
の
ご
協
力

　

９
月
29
日
に
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
株
式
会

社
エ
ク
シ
ブ
白
浜
様
よ
り
車
イ
ス
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

10
月
１
日
富
田
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん

よ
り
日
頃
収
集
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
た
プ
ル

タ
ブ
を
お
預
か
り
し
ま

し
た
。
本
会
を
通
し
て

田
辺
工
業
高
校
に
お
渡

し
し
、
車
イ
ス
と
の
交

換
活
動
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

10
月
1
日
日
置
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん

の
タ
オ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
タ
オ

ル
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

　
　　第１８回友愛訪問チャリティー　

　　「カラオケの集い」開催 

　

　福祉委員研修会・認知症学習会

　～認知症になっても住み慣れた白浜で
　　　　過ごすために私たちは何ができるのでしょう～

　認知症の方を地域で支援するには　

【日　時】　11 月 15 日（日）13 時 30 分～ 16 時 30 分
【場　所】　リバージュ・スパひきがわ
【対　象】　福祉委員・認知症支援に関心のある方　　　　

【参加申込】　電話にて社会福祉協議会各支所までお申
込みください。
※会場の変更の恐れもありますので、必ず申込みいた
だけますようお願いします。

　

　去る 9 月２５日（金）、白浜町老人クラブ連合
会日置川支部主催の『カラオケの集い』が日置川
拠点公民館において開催されました。
　地域の皆さまをはじめとして、約２００人の
方々にご来場いただき、盛大に催されました。
　今回ご協力いただきました善意の寄付は、寝た
きりや近隣施設入所者等への友愛訪問に活用され
ます。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

　
『
堅
田
の
蛭ひ

る

』（
場
所　

堅
田
地
区
福
田
）

　

中
央
公
民
館
で
は
９
月
26
日
に

「
熊
野
古
道
大
辺
路
リ
レ
ー
ウ
ォ

ー
ク　

富
田
坂
の
巻
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

総
勢
95
人
は
、
語
り
部
の
大
辺

路
富
田
坂
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
先
頭

に
５
班
編
成
で
、
午
前
９
時
半
に

「
草
堂
寺
」
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

要
所
で
語
り
部
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、「
七
曲
が
り
」
の
急
坂

や
「
峠
の
茶
屋
跡
」
を
、途
中
「
田

辺
湾
」
や
遠
く
は
「
切
目
崎
」
を

望
み
な
が
ら
一
行
は
歩
み
を
進
め

ま
し
た
。

　

当
日
は
暑
い
く
ら
い
の
陽
射
し

で
、
リ
タ
イ
ア
が
続
出
す
る
の
で

は
…
と
い
う
心
配
を
よ
そ
に
、
15

時
過
ぎ
に
は
全
員
が
ゴ
ー
ル
の「
安

居
の
渡
し
場
」
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

到
着
地
点
で
は
「
お
は
ぎ
」
と
、

地
元
の
方
の
ご
好
意
で
「
蕎
麦
茶
」

が
振
舞
わ
れ
、
日
置
川
を
眺
め
な
が

ら
ウ
ォ
ー
ク
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
大
辺
路
富

田
坂
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
31
日
に
「
仏
坂
の

巻
」、11
月
28
日
に「
長
井
坂
の
巻
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

堅
田
八
幡
神
社
の
由
来
に
、
こ

ん
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。

　

昔
、
堅
田
村
に
福
田
左
太
夫
と

い
う
気
の
い
い
若
者
が
い
た
。

　

あ
る
夜
、
こ
の
左
太
夫
の
夢
枕

に
神
様
が
立
ち
、「
自
分
は
近
江

の
八
幡
神
で
あ
る
。
こ
の
福
田
の

地
に
祀
ら
れ
た
い
の
で
、
明
日
白

鷺
に
乗
っ
て
い
く
。
皆
に
知
ら
せ

て
勧か

ん

請じ
ょ
うす

る
よ
う
に
」と
言
っ
た
。

　

翌
日
、
左
太
夫
が
田
圃
へ
出
掛

け
る
と
、
目
の
前
に
白
鷺
が
降
り

て
き
た
。
不
思
議
だ
と
は
思
っ
た

が
、
左
太
夫
は
家
へ
帰
り
、
昼
間

か
ら
寝
て
し
ま
っ
た
。

　

す
る
と
神
様
が
再
び
夢
枕
に
立

ち
、「
な
ぜ
勧
請
し
な
い
の
だ
」と
、

恐
ろ
し
い
形
相
で
叱
っ
た
。

　

こ
れ
は
ま
ず
い
、
と
思
っ
た
左

太
夫
は
と
っ
さ
に
、「
こ
の
土
地

は
蛭
が
多
い
の
で
、
畏
れ
多
く
て

お
祀
り
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
い
抜

け
た
。

　

神
様
は
、「
蛭
の
口
は
封
じ
て

や
る
か
ら
、頑
張
っ
て
勧
請
せ
よ
」

と
左
太
夫
を
叱
り
付
け
た
。

　

左
太
夫
は
、
す
ぐ
に
飛
び
起
き

て
駆
け
回
り
、
村
の
人
々
が
驚
く

ほ
ど
の
働
き
振
り
で
、
ほ
ど
な
く

立
派
な
お
社
を
、
福
田
の
地
に
建

立
し
て
神
様
を
お
祀
り
し
た
。

　

こ
の
と
き
以
来
、
堅
田
の
蛭
は

決
し
て
人
に
吸
い
付
か
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。（
Ｉ
・
Ｉ
）

　

十
一
月
十
四
・
十
五
日
に
行
わ

れ
る
祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
、
稚
児

舞
（
や
つ
は
ち
）、
笠
鉾
渡
御
、

獅
子
舞
は
、
和
歌
山
県
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

騙
さ
れ
ま
せ
ん
!!

白
浜
老
人
大
学
９
月
例
会

　

白
浜
老
人
大
学
９
月
例
会
は
、
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所
の
黒く

ろ

田だ

尚た
か

男お

相
談
員
を
迎
え
て
、「
消
費

者
啓
発
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
今
、
大
き
な
社
会
問
題
と
も

な
っ
て
い
る
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
例
に
、

悪
質
商
法
の
具
体
的
な
手
口
や
対

処
法
を
学
び
ま
し
た
。手
口
は
年
々

巧
妙
化
し
て
お
り
、
頭
で
は
分
か

っ
て
い
て
も
、
い
つ
の
ま
に
か
騙

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
…
。

　

黒
田
相
談
員
は
「
騙
さ
れ
た
か

も
…
と
思
っ
た
ら
、
恥
ず
か
し
が

ら
ず
に
す
ぐ
身
近
な
人
に
相
談

を
」
と
、
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

世
界
遺
産
を
歩
く

「
熊
野
古
道
大
辺
路
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク　

富
田
坂
の
巻
」

『変化にとんだ 海の生き物の話』

　白浜町中央公民館では、京都大学瀬戸臨海実験所
と共催で講演会を開催します。
　「白浜の海の生き物に学ぶ」をテーマに昨年から
開催しているもので、今年は、変化にとんだ海の生
き物の知られざる世界を、楽しく解りやすく先生に
お話いただきます。海に興味のある小・中学生の皆
さんも、ぜひ参加してください。

記

　☆日時　１１月１６日（月）　午後７時３０分～

　☆場所　中央公民館　１階集会室

　☆講師　京都大学　瀬戸臨海実験所

　　　　　　　所長　白
しら

山
やま

　義
よし

久
ひさ

　先生

　■共催　白浜町中央公民館・

　　　　　　　　京都大学瀬戸臨海実験所



19　広報しらはま１１月号

日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

　

日
置
川
地
域
の
３
分
館
で
は
、

行
楽
の
秋
、
勉
強
の
秋
に
ち
な
み

次
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

日
置
分
館

　

10
月
４
日
（
日
）
に
社
会
見
学

会
と
し
て
、
兵
庫
県
南
部
地
震
の

際
に
出
現
し
た
野
島
断
層
を
有
す

る
「
北
淡
町
震
災
公
園
」
と
国
営

明
石
海
峡
公
園
「
淡
路
夢
舞
台
」

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
夢
舞
台
は
、
素
晴
ら
し
い

庭
園
や
遊
歩
道
が
あ
り
、
過
去
に

は
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
昼
食
を
と
り
、
各
々
が

散
策
を
楽
し
ん
だ
後
、
今
回
の
社

日
置
川
地
域
の
分
館
活
動
報
告

会
見
学
の
主
た
る
目
的
地
の
北
淡

町
震
災
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
先
の
地
震
で
現
れ
た

断
層
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
将

来
に
語
り
継
ぐ
貴
重
な
資
料
と
し

て
保
存
、展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
舞
分
館

　

９
月
27
日(
日)
に
生
涯
学
習

講
演
会
を
健
康
運
動
指
導
士
の
丹に

羽わ

美み

智ち

子こ

先
生
を
講
師
に
招
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
安
来
節
の
音
頭
に
の
せ
た

ど
じ
ょ
う
す
く
い
の
踊
り
で
会
場
を

わ
か
せ
た
後
、
丹
羽
先
生
の
元
気
で

力
強
い
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

歳
を
重
ね
る
と
衰
え
て
く
る
身

体
の
機
能
。
そ
の
衰
え
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
の
体
操
や
日
常
生
活
で

の
注
意
事
項
に
つ
い
て
、
持
論
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
添
分
館

　

９
月
25
日(

金)

に
研
修
ツ
ア

ー
と
し
て
、
奈
良
県
明
日
香
村
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

主
な
目
的
地
は
南み

な
み
ほ
っ
け
じ

法
華
寺
（
壷

坂
寺
）、
県
立
万
葉
館
。

　

奈
良
時
代
に
生
き
た
人
々
の
万

感
の
思
い
を
体
感
で
き
る
施
設
を

巡
り
な
が
ら
、
万
葉
の
文
化
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意

義
な
ツ
ア
ー
で
し
た
。

秋季スポーツ大会　参加者募集！！
日置川地域体育振興協議会では、下記の大会への参加者を募集します。奮ってご参加ください。

ソフトバレーボール大会

　日 時：１１月２７日（金）午後７時～
　場 所：日置中学校体育館
　参加資格者：町内在住または町内に勤務して
　　　　　　　いる社会人
　参　加　費：１チーム　２, ０００円
　大 会 規 定：１チーム　男性２人、女性２人
　　　　　　　１５点ラリーポイント制の３
　　　　　　　セットマッチ
　申込締切日：１１月２０日（金）

勤労者バレーボール大会

　日　　　時：１１月１３日（金）午後７時～
　場 所：日置中学校体育館
　参加資格者：町内在住または町内に勤務して
　　　　　　　いる社会人
　参　加　費：１チーム　２, ０００円
　大 会 規 定：１チーム　男性４人以内、
　　　　　　　　　　　　女性２人以上
　　　　　　　※女性の代わりに５０歳以上の男性は可

　　　　　　　２５点ラリーポイント制の３セッ
　　　　　　　トマッチ※３セット目は 15 点

　申込締切日：１１月６日（金）

■お申し込み先　日置川教育事務所（℡５２－２６６０）
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「わぁいわぁい子どもまつり」
 児童館へみんな集まれ !!

　子どもたちにとって、夢のある楽しい遊びや体験活動の

場となるよう、また、親子のふれあいの場となるよう、地

域の大人と子どもが一体となって、今年度も開催します。

　皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひ遊びに来てください。

　◆日　時　　１１月２１日（土）
　　　　　　　午前１０時～午後２時３０分
　
　◆場　所　　白浜町立児童館・白浜町立体育館
　
　◆内　容　　☆オープニング
　　　　　　　「しらとり保育園児によるダンス発表」 
　　　　　　　☆フィナーレ
　　　　　　　「安居小学校児童による太鼓演奏」
　　　　　　　
　　　　　　　○×ゲーム・スタンプラリー・魚つり・
　　　　　　　お化け屋敷・マジックバルーン・
　　　　　　　どんぐりのこままわし大会・
　　　　　　　カプラであそぼう・おはなしの部屋・
　　　　　　　ビーズであそぼう・囲碁将棋・
　　　　　　　模擬店　などなど

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　冬が近づいてきました。

　本を購入するとき、「この本だ

ったら○○くん、きっと喜んで借

りていってくれる」「○○さんが

“おもしろかった”と言っていた

作家の新作を」など利用者の方々

の顔を思い浮かべながら選ぶこと

があります。

　“本と人を結ぶ”ことが使命な私たちにとって、利用

者の方々に教えていただくことは大変重要なことです。

どうぞ、気軽に職員にお声をおかけください。

　図書館では１１月２１日（土）、児童館で開催される

“わぁいわぁい子どもまつり”の中で「おはなしの部屋」

（１３：００～１４：００）を設け、おはなし、絵本の

読み聞かせ、紙芝居や折り紙などをします。

　みなさんも子どもたちと一緒に遊びに来てください。

　　

１１月の行事
　

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　１１月７日・１４日・２８日
　　（２１日は “ わぁいわぁい子どもまつり ” のためお休み）

　☆巡回図書

　　１１月１１日（水）北富田小学校　　

　☆臨時休館（室）

　　１１月２１日（土）本館、富田分室、日置分室は
　　臨時休館（室）します。
☆しらはま子どもの本の会例会

　　１１月１９日（木）午前１０時～　本館
　　テキスト　「読む力は生きる力」
　　　　　　　　脇　　明子　作
　　　　　　　「幼い子の文学」　
　　　　　　　　瀬田　貞二　作
　　※テキストは本館においてあります。

　
今年も巡回バスが各方面へ出ます。
詳しくは、「わぁいわぁい子どもまつり」の
チラシをご覧ください。

【お問い合わせ先】
　　白浜町立児童館（℡４５－２１１７）
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

円
月
俳
句
会

　

塀
の
間
の
風
の
涼
し
さ
海
辺
か
な　
　

賢け
ん

七し
ち

　

雨
を
乞
う
空
に
煌こ

う

こ
う
月
登
る　
　
　

か
め
乃の

　

昼
寝
す
ぎ
戸
惑
ひ
の
あ
り
暮
の
鐘　
　

常つ
ね

代よ

　

と
つ
お
い
つ
句
に
な
ら
ぬ
ま
ま
月つ

き

天て
ん

心し
ん　

榮さ
か
え

　

敬
老
会
米
寿
も
ま
じ
り
自
転
車
で　
　

ま
さ
恵え

　

膝
隠
る
程
の
草
刈
る
秋
暑
し　
　
　
　

て
る

　

駐
車
場
日
焼
け
の
人
の
笑
顔
よ
き　
　

葉よ
う

子こ

　

友
逝
き
て
忍
ぶ
集
ひ
や
萩
の
庭　
　
　

美み

代よ

枝え

椿
園
湯
の
花
句
会

　

雲
流
れ
波
風
映
え
る
秋
の
海　
　
　
　

谷た
に

本も
と

忠た
だ

義よ
し

　

鈴
虫
や
余
生
静
か
に
園
の
庭　
　
　
　

楠く
す

本も
と

八や

千ち

代よ

　

こ
う
ろ
ぎ
が
こ
っ
ち
に
居
る
よ
と
声
か
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

何
ご
と
も
な
く
て
終
り
し
野の

分わ
き

か
な　

山や
ま

本も
と

健け
ん

二じ

　

わがやのスター

【白浜町堅田　在住】

 森
もり

　るな ちゃん　（平成１８年１１月４日生）

 　　　
（パパ・ママ メッセージ）

　　　　明るく優しい子に

　　　　　　　　　　育ってください。

　

父　啓さん・母　裕子さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

山
蕗
句
会

　

紫
の
色
深
め
ゆ
く
式
部
か
な　
　
　
　

道み
ち

子こ

　

一
と
夜
さ
の
露
に
錆
つ
く
忘
れ
鎌　
　

流
り
ゅ
う
こ
う行　

　

　

土
に
尻
入
れ
て
ば
っ
た
の
面
構
え　
　

よ
し
お

　

か
り
ん
の
実
枝
を
は
な
れ
て
こ
ろ
が
れ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
み

　

今
年
米
袋
の
耳
を
立
て
て
売
る　
　
　

守も
り

一か
ず
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～椿区民運動会に向けて～

　２学期の始まりとともに運動会の練習が始まりま

す。本校は児童数が少ないので 徒競走や保護者との

合同種目以外は全学年種目が多くなります。

　中でも、団体競技「組み体操」の指導は大変です。

今年入学したばかりの１年生から最高学年の６年生ま

でを発達段階を念頭に、体力に応じた演技を構成しな

ければなりません。自分のことに精一杯の低学年の児

童が、中高学年の児童に混じって、笛の合図で移動し、

みんなと力を合わせて演技をする。「自分の場所を覚

えなさい。前に鉄棒が見えますね。その前に立つんで

すよ。」「友だちが乗りやすいように背中をまっすぐに

しなさい。」指導する先生の声が聞こえます。

　広い運動場で右往左往していた子どもたちが、練習

を重ねるごとに笛の合図とともに自分の位置を把握

し、力を合わせた演技ができるようになります。

　そして、苦労の末に目標を達成した時の子どもたち

の「できた。」という会心の笑みはなにものにも代え

難いものがあります。見えない学力の育成として「体

験活動の奨励」「相手を思いやり協力する心を育む活

動」「コミュニケーション力」等々が掲げられていま

すが、この「組み体操」の経験はこれらの目標全てを

包括しているとも言えます。

　実りの秋を迎えました。一つひとつの行事を機会学

習として捉え、目標達成

に向けて、真剣に取り組

むなかで子どもたちは学

びの姿勢を獲得し、たく

ましく成長してくれるこ

とと信じています。　

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

椿小学校
（白浜町椿：児童数３３人）

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

人権を大切にする
　地域づくり講演会

■日　時　１１月１１日（水）午後７時～
　　　　　　　　　                               　　 開場：午後６時３０分

■会　場　白浜会館　　　　　　
●主　催　白浜町・白浜町議会・
　　　　　白浜町教育委員会・白浜町人権委員会

【お問い合わせ】白浜町教育委員会（℡４３－５８３０）

演題  「ともにいきる～国際化とは～」

タレント・山形弁研究家　ダニエル・カール 氏 ＊＊講師プロフィール＊＊
１９６０年、アメリカ カリフォルニア州 モンロビア市出身

パシフィック大学卒業。（カルフォルニア州ストックトン市）

高校時代に交換留学生として奈良県智弁学園に１年間在日。

大学時代には大阪の関西外国語大学で４カ月学び、その後京

都二尊院に２カ月ホームステイ、佐渡島で４カ月文弥人形づ

かいの弟子入りをした。大学卒業後、日本に戻り文部省英語

指導主事助手として山形県に赴任し、３年間英語教育に従事

した。現在は東京に居をおき、翻訳・通訳サービス会社を経

営する社長である。（妻と息子の三人家族）

好奇心旺盛な性格とバイタリティある行動力そしてユーモア

豊かなサービス精神、それに加え３年間の山形での生活で鍛

えた山形弁。ドラマ、司会、コメンテーターなど、何でもこ

なすマルチタレント。現在子育てに全力投球！

町民一人ひとりが生きている喜びを実感できる民主的な

まちづくりを目指し、学習しましょう。

入場無料
手話通訳あり


